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所 属 ： 全日本空輸株式会社所 属 ： 全日本空輸株式会社
型 式 ： ボーイング式７６７－３００型
登録記号： ＪＡ８５６９
発生日時： 平成２３年４月２７日 １６時５３分ごろ
発生場所： 串本の東南東約２７nm、高度約２５，０００ｆｔ

事故の概要

同機は、平成２３年４月２７日（水）１６時１６分、宮崎空港を離陸し、東京国
際空港に向け飛行中、１６時５３分ごろ、串本の東南東約２７nm、高度約２５,

お 機体が動揺 左後方 粧室前 た客室乗務員 名が重０００ftにおいて機体が動揺し、左後方化粧室前にいた客室乗務員１名が重

傷を負った他、乗客、客室乗務員４名が軽傷を負った。
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FL250 巡航開始 16:45ごろ

・・・事故発生場所・・・
位置：N332035 E1361920

（串本の東南東約27nm）
高度 25 000ft

FL250 管制承認 16:42ごろ

高度：25,000ft
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FL290 巡航開始 16:40ごろ

座席ベルト着用サイン消灯 16:27ごろ

FL290 管制承認 16:39ごろ

FL270 巡航開始 16:26ごろ



負傷者の状況

機体前方

軽傷者の位置

乗客の位置

重傷者の位置

機体前方

先任客室乗務員(L1)

客室乗務員Ｂ(RC) 頭部打撲

シートポケット内の機内誌
等が飛び散った座席の範囲

乗客Ｃ(33A) 両脛打撲

客室乗務員Ａ(L2) 右恥骨骨折

乗客Ｂ(42D)

客室乗務員Ｃ(R2) 両膝、頭部打撲

乗客Ａ(右後方化粧室) 頭部打撲



ＤＦＤＲの記録
事故発生 16:52:38



推定飛行位置

同機 推定通過位置 ジ ト軸

鉛直シアー
9kt/1000ft以上

推定飛行位置

同機の推定通過位置 ジェット軸 9kt/1000ft以上
120ktのコア

事故発生場所

135°Ｅ



国内悪天予想図国内悪天予想図

事故発生場所



分析の要約（その１）

• 同機の揺れは対流性の雲の影響を受けたものではないものと推
定される定される。

• 揺れが発生した周辺の空域には密度差のある層が存在し、また風
速に差（ウインドシアー）もあったことから 層の境界面付近におい

• 同機の揺れは、ピッチ角が機首上げ側に増加したことに伴う機体の

速に差（ウインドシア ）もあったことから、層の境界面付近におい
て気流が不安定となり乱気流が発生しやすい状態となっていた。

同機の揺れは、ピッチ角が機首上げ側に増加したことに伴う機体の
重心位置を中心とする動きと、機体全体の約８０ftの急激な低下と

が複合したものであり、機体の前方より後方が振幅の大きな縦方向
の激しい揺れであったものと推定されるの激しい揺れであったものと推定される。

• この揺れにより同機の後部が急激に下がり、左後方化粧室付近に
いた客室乗務員の体が宙に浮き、床に落下した際に重傷を負ったもいた客室乗務員の体が宙に浮き、床に落下した際に重傷を負ったも
のと推定される。



分析の要約（その２）

東進するにつれ ジ ト気流下方の前線帯に近づいた

分析の要約（その２）

• 東進するにつれ、ジェット気流下方の前線帯に近づいた。

• 発生場所は０～６ktの弱い鉛直シアーしか解析されていなかった。

• 雲のないところを飛行していた時大きな揺れに遭遇した

• 揺れが非常に短時間でかつ１回限りで終わっている。

同機が遭遇した乱気流は、局地的かつ一時的に発生した
小規模の強い晴天乱気流であったものと推定される。

(予想された鉛直シアーが比較的弱い場所であっても、小規模(予想された鉛直シア が比較的弱い場所であっても、小規模

の乱気流が発生する可能性は十分考えられることから、常に乱
気流が発生する可能性があることを認識しておく必要がある。)



原 因原 因

本事故は、同機が飛行中に突然大気の擾乱に遭遇
して機体が大きく動揺したため、機体後部にいた客室機体 大きく動揺 、機体後部 客室
乗務員の身体が宙に浮いて床に落下し、重傷を負っ
たものと推定される。

同機が遭遇した擾乱はジェット気流下方の前線帯
近傍のウィンドシアーにより局地的かつ一時的に発
生した晴天乱気流であった可能性が考えられる。



事故防止策

• 乗客が歩行する場所にハンドルを設置する等の対策につい
て 引き続きその有効性の検証を行うとともに更なる検討をて、引き続きその有効性の検証を行うとともに更なる検討を
行っていくことが望まれる。

乗客に対しても機体が動揺した際の対処方法等を周知するこ• 乗客に対しても機体が動揺した際の対処方法等を周知するこ
とについて検討することが望ましい。

晴天乱気流の検知のため 機体搭載型ド プラ ライダ の

• MODERATE以上の乱気流に遭遇した航空機から機体が受けた

• 晴天乱気流の検知のため、機体搭載型ドップラーライダーの
研究開発の促進が望まれる。

• MODERATE以上の乱気流に遭遇した航空機から機体が受けた

加速度等を含むより詳細なデータを気象機関が入手・分析でき
るようにすることにより、晴天乱気流の予想精度の向上が図ら
れることが期待される。


